
(理科　4年)

 指導計画・評価資料（補遺版）　　４年 ※「指導計画」欄の代わりに「学習内容」欄を設けた資料です。

〔知…知識・技能、思…思考・判断・表現、態…主体的に学習に取り組む態度〕

１．春の生き物 4月第2週～、配当8時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】B(2)季節と生物　ア(ｱ)(ｲ)、イ

思①／身近な動物や植物について、既習の内容や生活経験を
もとに、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するなどして
問題解決している。
思②／身近な動物や植物について、観察などを行い、得られ
た結果をもとに考察し、表現するなどして問題解決してい
る。

態①／身近な動物や植物についての事物・現象に進んでかかわ
り、他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／身近な動物や植物について学んだことを学習や生活に生か
そうとしている。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1
・
2

1年間の観察のしかた
○身の回りの生き物のようすを調べて、１年間
の変化を予想し、観察計画を立てる。★予想
○草むらなどに行くときの服装や、気温や水温
のはかり方を確認する。

思 思①／身近な動物や植物について、既習の内容や生活経験
をもとに予想や仮説を発想し、表現しているかを確認す
る。(発言・記述分析)

1年間観察する動物や植物を決めて、観察の観点や、記録す
る方法などを考え、 1年間継続して観察するための見通しを
もって表現している。

どの季節にどんな生き物を見たことがあるか考えるように促す。

知 ○ 知③／温度計を安全に正しく使い、気温や水温を調べてい
るかを評価する。(行動観察・記録分析)

気温や水温をはかるときの温度計の使い方を正しく理解し、
記録している。

温度計の使い方を習得できるよう、教科書やQRコンテンツを確認
するように助言する。

思 ○ 思②／春の生き物のようすと季節の変化を関係づけて考察
し、表現しているかを評価する。(発言・記述分析)

春の生き物のようすについて、気温や水温の変化と関係づけ
て考察し、根拠を明確にして自分の考えを表現している。

自分の記録カードと友達の記録カードを比べ、その違いについて
考える場を設定する。

態 ○ 態①／植物の成長の観察に進んでかかわり、他者とかかわ
りながら、植物を育てていこうとしているかを評価する。
(行動観察)

ヒョウタンなどの成長の観察に進んでかかわり、他者とかか
わりながら、調べたり、これからの成長を予想したりしなが
ら意欲的に世話をしている。

ヒョウタンの実や、実を使った作品などを見せて、栽培への興味
を喚起する。

知 知③／植物の成長のようすを調べ、結果をわかりやすく記
録しているかを確認する。(行動観察・記録分析)

ヒョウタンなどを育てて、芽生えや成長のようすと、そのと
きの気温などを繰り返し観察し、結果を図や言葉でわかりや
すく記録している。

教科書の写真や記録カードを使って、観察の観点を話し合い、わ
かりやすく記録できるように助言する。

知 ○ 知③／観察記録を整理して、春の生き物のようすと環境と
の関わりを理解し、わかりやすくまとめているかを評価す
る。(記録分析・ペーパーテスト)

これまでの観察記録を整理して、春の生き物のようすと環境
との関わりを理解し、友達と情報交換をしながら、わかりや
すくまとめている。

何回かの記録を比べることから、春の生き物のようすと、気温や
水温の変化との関係を考えられるように支援する。観察記録で不
十分な点は、友達の発表などを参考にしながら整理してまとめる
ように助言する。

態 ○ 態②／春の生き物について、学んだことを学習や生活に生
かそうとしているかを評価する。(発言・行動観察)

春の生き物について学んだことを、学習や生活に生かそうと
し、意欲的にこれからの変化についても考えようとしてい
る。

身の回りの生き物への興味を持続できるように、夏にも、植物や
動物のようすを観察することを伝える。

第３次～
くらしと
リンク

7
・
8
・
予
備

春の記録をまとめよう
○春の観察の記録を整理してまとめる。
◆活動　観察した記録を整理して伝え合おう
◎「くらしとリンク」を読む。

【単元の目標】
動物を探したり植物を育てたりしながら、動物の活動や植物の
成長のようすと季節の変化に着目して、それらを関係づけて、
身近な動物の活動や植物の成長と環境とのかかわりを調べるこ
とを通して、それらについての理解をはかり、観察などに関す
る技能を身につけるとともに、おもに既習の内容や生活経験を
もとに、根拠のある予想や仮説を発想する力や生物を愛護する
態度、主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】※
知①／動物の活動は、暖かい季節、寒い季節などによって違いがあ
ることを理解している。
知②／植物の成長は、暖かい季節、寒い季節などによって違いがあ
ることを理解している。
知③／身近な動物や植物について、器具や機器などを正しく扱いな
がら調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく記録してい
る。

※各観点の評価は、季節と生き物(1)～(5)を通して計画している。

第１次 3
・
4

春の生き物のようす
○春の生き物のようすを調べる。
◆観察1　季節と植物や動物のようす

第２次 5
・
6

植物を育てよう
○ヒョウタンなどのたねをまいて、成長のよう
すを観察する。
◆観察2　季節と植物の成長



(理科　4年)

２．天気と１日の気温 5月第2週～、配当5時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】B(4)天気の様子　ア(ｱ)、イ

思①／天気と１日の気温の変化について、既習の内容や生活
経験をもとに、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するな
どして問題解決している。
思②／天気と１日の気温の変化について、観察などを行い、
得られた結果をもとに考察し、表現するなどして問題解決し
ている。

態①／天気と１日の気温の変化についての事物・現象に進んでか
かわり、他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／天気と１日の気温の変化について学んだことを学習や生活
に生かそうとしている。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 天気と1日の気温
○これまでの経験をもとに、天気と気温につい
て考える。

思 〇 思①／1日の気温の変化と天気のようすについて予想や仮
説を発想し、表現しているかを評価する。(発言・記述分
析)

天気によるあたたかさの違いや1日の気温の変化について予
想や仮説を発想し、筋道立てて自分の考えを表現している。

晴れの日や曇りの日などのようすの違いを、生活経験やこれまで
の学習から思い出し、 1日の気温の変化と結びつけるように助言
する。

知 ○ 知②／温度計を正しく扱いながら、天気や1日の気温の変
化のしかたを調べ、測定した気温などの結果をわかりやす
く記録しているかを評価する。(行動観察・記録分析)

温度計を正しく扱いながら、天気や1日の気温の変化のしか
たを調べ、測定した天気や気温を記録し、天気と気温の変化
を関係づけてわかりやすくまとめている。

温度計の使い方や気温のはかり方を練習したり、方眼紙の使い方
や折れ線グラフのかき方を丁寧に説明し、記録をグラフ化したり
する。

思 ○ 思②／1日の気温の変化のしかたについて、観察の結果か
ら考察し、表現しているかを評価する。(発言・記述分析)

1日の気温の変化を表したグラフと天気を関係づけて、観察
した結果から考察し、表現している。

晴れの日と曇りや雨の日の気温の変化を表した折れ線グラフを
使って、変化が大きいところと小さいところを比較するように促
す。

知 ○ 知①／天気によって、1日の気温の変化のしかたに違いが
あることを理解しているかを評価する。(記述分析・ペー
パーテスト)

天気によって、 1日の気温の変化のしかたに違いがあり、太
陽の熱や雲と関係があると理解している。

日光によって地面があたたまること、日なたと日かげであたたか
さが違うことなどを思い出させ、晴れの日と曇りや雨の日のあた
たかさの違いを関連づけられるよう促す。

態 〇 態①／天気のようすや1日の気温の変化に進んでかかわ
り、他者とかかわりながら問題解決しようとしているかを
評価する。(発言・行動観察)

晴れの日と曇りや雨の日の気温の変化に進んでかかわり、他
者とかかわりながら、天気や気温を粘り強く調べようとして
いる。

観察に適した日を選び、決めた時刻ごとに観察できるよう声かけ
をするとともに、継続して観察できていることを賞賛し、意欲が
持続するように支援する。

まとめ
ノート～
くらしと
リンク

5
・
予
備

◎「まとめノート／たしかめよう／活用しよ
う」を行う。「くらしとリンク」を読む。

態 ○ 態②／天気と1日の気温の変化について、学んだことを学
習や生活に生かそうとしているかを評価する。(行動観
察・発言・記述分析)

天気と1日の気温の変化について、学んだことを学習や生活
に生かそうとしたり、1日の気温の変化のしかたについて予
想したりして、行動しようとしている。

天気のようすと1日の気温の変化のしかたについて、どのような
関係があったか、ノートの記録などを確認するように助言する。

【単元の目標】
天気と気温の変化に着目して、それらを関係づけて、１日の気
温の変化を調べる活動を通して、それらについての理解をはか
り、観察などに関する技能を身につけるとともに、おもに既習
の内容や生活経験をもとに、根拠のある予想や仮説を発想する
力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】
知①／天気によって１日の気温の変化のしかたに違いがあることを
理解している。
知②／天気と１日の気温の変化について、器具や機器などを正しく
扱いながら調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく記録
している。

第１次 2
・
3
・
4

1日の気温の変化
○1日の気温の変化が、天気によってどのよう
に違うのか予想する。★予想
○晴れの日と、曇りや雨の日に、１日の気温の
変化を調べ、違いを比べる。
◆観察1　1日の気温の変化



(理科　4年)

３.地面を流れる水のゆくえ 5月第4週～、配当6時間 【学習指導要領との関連】B(3)雨水の行方と地面の様子　ア(ｱ)(ｲ)、イ

思①／雨水のゆくえと地面のようすについて、既習の内容や
生活経験をもとに、根拠のある予想や仮説を発想し、表現す
るなどして問題解決している。
思②／雨水のゆくえと地面のようすについて、観察、実験な
どを行い、得られた結果をもとに考察し、表現するなどして
問題解決している。

態①／雨水のゆくえと地面のようすについての事物・現象に進ん
でかかわり、他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／雨水のゆくえと地面のようすについて学んだことを学習や
生活に生かそうとしている。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 地面を流れる水のゆくえ
○雨の日の地面のようすはどのようになってい
るか考える。

思 思①／地面を流れる水のゆくえについて、地面のようすと
関係づけながら、根拠のある予想や仮説を発想し、表現し
ているかを確認する。(行動観察・発言）

地面に降った雨水のようすや日常経験をもとに、地面を流れ
る水のゆくえについて、地面の傾きと関係づけたり、土のよ
うすと関係づけたりしながら自分の考えを表現している。

雨の日に靴がぬれないようにするには、高い所と低い所のどちら
を歩くか、どうして、雨水が地面を流れる場所や向きがいつも同
じなのかなど、日常・生活経験からの発言を促す。

第１次 2 知 ○ 知①／水は高い場所から低い場所へと流れて集まることを
理解しているかを評価する。(行動観察・記述分析)

水は高い場所から低い場所へと流れて集まることを理解し、
水の流れの通り道も、周りの地面に比べて低くなっているこ
とをとらえている。

学校の手洗い場で、観察１と同じように傾きを調べ、蛇口から水
を流して、高い場所から低い場所に流れるようすを見せる。

態 ○ 態①／地面を流れる水のゆくえに進んでかかわり、他者と
かかわりながら問題解決しようとしているかを評価する。
(行動観察・発言・記述分析)

地面を流れる水のゆくえに進んでかかわり、他者とかかわり
ながら、そのようすを地面の変化に着目して調べようとして
いる。

流れる水が集まってくる排水口がどんな場所にあるかなど、特徴
的な例を紹介して、水の流れと地面の傾きについての関心を高め
る。

第２次 3
・
4

思 ○ 思①／低い場所に流れた水のゆくえについて、土のようす
と関係づけながら、根拠のある予想や仮説を発想し、表現
しているかを評価する。(発言・記述分析)

低い場所に流れた水のゆくえについて、土の粒の大きさの違
いによる粒の間の隙間の違いを発想し、水の浸みこみ方の違
いと関係づけながら表現している。

砂場のほうが校庭の地面より低いのに、なぜ水たまりができない
のかなど、低い場所でも水がたまらない例を示し、地面のようす
へと接続していくようにする。

知 ○ 知③／粒の大きさと水の浸みこみ方の違いを調べる実験
を、条件制御しながら行い、結果をわかりやすく記録して
いるかを評価する。(行動観察・記録分析)

粒の大きさと水の浸みこみ方の違いを調べる実験を、条件制
御しながら行い、土の上の水についても、土から出てくる水
についても、結果をわかりやすく記録している。

土や水の量を同じにする理由を確認したり、土の上の水の変化を
見る人、土の下から出る水を見る人というように分担しながら実
験を行い、情報を共有したりする。

思 〇 思②／粒の大きさと水の浸みこみ方の関係を調べる実験を
行い、得られた結果をもとに考察し、表現しているかを評
価する（発言・記述分析）。

土の種類により水の浸みこみやすさが異なることを、土を構
成する粒や、粒と粒との隙間の大きさと関係づけながら表現
している。

最初に土の上の水がなくなるのが砂利であることをとらえ、なぜ
砂利がいちばん浸みこむのが速いのかを考えることを通して、粒
の大きさに視点がいくようにする。

知 ○ 知②／水の浸みこみ方は、土の粒の大きさによって違いが
あることを理解しているかを評価する。(記述分析・ペー
パーテスト)

水の浸みこみ方は、土の粒の大きさによって違いがあること
を実験結果をもとに説明できる。

実験のようすを動画撮影しておき、撮影した動画を見せる。動画
に土の種類やタイマーのテロップを入れたり、２、３画面で同時
に、土の種類による違いを見せたりすると、よりわかりやすい。

まとめ
ノート～
with the
Earth

5
・
6

◎「まとめノート／たしかめよう／活用しよ
う」を行う。
雨のぼうさい(with the Earth)
○地面に浸みこんだ水とわたしたちのくらしに
ついて考える。

態 ○ 態②／水が地面を流れたり、浸みこんだりするしくみと自
然災害や土地利用との関係について調べようとしているか
を評価する。(行動観察・発言・記述分析)

水が地面を流れたり、浸みこんだりするしくみと自然災害や
土地利用との関係について、防災・減災も意識しながら調べ
ようとしている。

学校でバケツ稲づくりを行っていれば、その土を調べたり、プラ
ンターではなくバケツを使っている理由を聞くなど、より身近な
ところから興味づけを行う。

【単元の目標】
水の流れ方や浸みこみ方に着目して、それらと地面の傾きや土
の粒の大きさとを関係づけて、雨水のゆくえと地面のようすを
調べる活動を通して、それらについての理解をはかり、観察、
実験などに関する技能を身につけるとともに、おもに既習の内
容や生活経験をもとに、根拠のある予想や仮説を発想する力や
主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】
知①／水は、高い場所から低い場所へと流れて集まることを理解し
ている。
知②／水の浸みこみ方は、土の粒の大きさによって違いがあること
を理解している。
知③／雨水のゆくえと地面のようすについて、器具や機器などを正
しく扱いながら調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく
記録している。

水の流れとかたむき
○水の流れと地面の傾きの関係について予想す
る。★予想
○校庭などで水の流れがある場所を探して、地
面の傾きを調べる。
◆観察1　水の流れと地面のかたむき

水のしみこみ方と土
○土の種類と水の浸みこみ方の関係について予
想する。★予想
○校庭の土・砂場の砂・砂利で、土の粒の大き
さと水の浸みこみ方を比べる。
◆実験1　土のつぶの大きさと水のしみこみ方



(理科　4年)

４．電気のはたらき 6月第2週～、配当7時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】A(3)電流の働き　ア(ｱ)、イ

思①／電流のはたらきについて、既習の内容や生活経験をも
とに、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するなどして問
題解決している。
思②／電流のはたらきについて、実験などを行い、得られた
結果をもとに考察し、表現するなどして問題解決している。

態①／電流のはたらきについての事物・現象に進んでかかわり、
他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／電流のはたらきについて学んだことを学習や生活に生かそ
うとしている。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 電気のはたらき
○乾電池とモーターを使って、扇風機をつく
る｡

思 思①／乾電池とモーターを使ったおもちゃについて、既習
の内容や生活経験をもとに、根拠のある予想や仮説を発想
し、表現しているかを確認する。（発言・記述分析）

乾電池とモーターを使ったおもちゃについて、既習の内容や
生活経験をもとに、根拠のある予想や仮説を発想し、筋道立
てて自分の考えを表現している。

3年での電気の学習をふり返るとともに、事前につくった扇風機
を紹介し、しくみや動きを確認する。

思 ○ 思①／回路を流れる電流の向きとモーターの回る向きにつ
いて予想や仮説を発想し、表現しているかを評価する。
(発言・記述分析)

乾電池をつなぐ向きを変えると、モーターの回る向きも変わ
ると予想し、自分の考えを表現している。

乾電池の向きだけが異なる2 つの回路を用意し、モーターの回る
向きについて考えるように促す。

知 ○ 知②／簡易検流計を正しく使い、回路を流れる電流の向き
と、モーターの回る向きを関係づけて調べているかを評価
する。(行動観察・記録分析)

簡易検流計を正しく使って、乾電池をつなぐ向きを変えたと
きの簡易検流計の針が振れる向きや、モーターの回る向きを
調べている。

簡易検流計、乾電池、モーターを正しくつないだ回路を見せ、
モーターを回して、簡易検流計の針が振れることを確認する。

4
・
5

思 ○ 思②／乾電池2個のつなぎ方やモーターの回り方につい
て、実験の結果から考察し、表現しているかを評価する。
(行動観察・記述分析)

乾電池2個のつなぎ方を考えていろいろな回路をつくり、乾
電池のつなぎ方、モーターの回り方、電流の大きさを表に整
理しながら表現している。

乾電池1個を使った回路をつくり、もう1つの乾電池をどのように
つなげればよいかを考えるように助言する。

態 ○ 態①／乾電池2個のつなぎ方やモーターの回り方に進んで
かかわり、他者とかかわりながら問題解決しようとしてい
るかを評価する。(発言・行動観察)

乾電池2個のつなぎ方を変えてモーターの回る速さを調べ、
ほかの子どもの結果と比べるなどして、電気の回路を意欲的
に調べようとしている。

いろいろなつなぎ方でモーターの回る速さとの関係を確認して、
他者とかかわりながら調べるよさを感じられるようにする。

6 ○乾電池の数やつなぎ方と、電流の大きさの関
係を予想する。★予想
◆実験3　かん電池と電流の大きさ

知 ○ 知①／乾電池の数やつなぎ方を変えると、電流の大きさや
向きが変わり、モーターの回リ方が変わることを理解して
いるかを評価する。(記述分析・ペーパーテスト)

乾電池の数やつなぎ方を変えると、モーターの回る速さが変
わることを理解し、電流の大きさとの関係で説明している。

乾電池1個をつないだ回路や、乾電池2個を直列や並列につないだ
回路などを用意し、モーターの回る速さの違いに気づくようにす
る。

まとめ
ノート～
くらしと
リンク

7
・
予
備

◎「まとめノート／たしかめよう／活用しよ
う」を行う。「くらしとリンク」を読む。

態 ○ 態②／電気のはたらきについて学んだことを学習や生活に
生かそうとしているかを評価する。(発言・行動観察)

電気のはたらきについて学んだことを学習や生活に生かそう
としたり、電気の利用の方法を考えたりしている。

電気のはたらきを利用した日常生活の中の具体物を紹介する。

第２次

【単元の目標】
電流の大きさや向き、乾電池につないだもののようすに着目し
て、それらを関係づけて、電流のはたらきを調べる活動を通し
て、それらについての理解をはかり、実験などに関する技能を
身につけるとともに、おもに既習の内容や生活経験をもとに、
根拠のある予想や仮説を発想する力や主体的に問題解決しよう
とする態度を育成する。

【単元の評価規準】
知①／乾電池の数やつなぎ方を変えると、電流の大きさや向きが変
わり、豆電球の明るさやモーターの回り方が変わることを理解して
いる。
知②／電流のはたらきについて、器具や機器などを正しく扱いなが
ら調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく記録してい
る。

第１次 2
･
3

かん電池のはたらき
○乾電池をつなぐ向きとモーターの回る向きの
関係を予想する。★予想
○簡易検流計の使い方を知る。
○回路の表し方を知る。
◆実験1　かん電池とモーターの回る向き

かん電池とつなぎ方
○モーターをより速く回すにはどうすればよい
か予想する。★予想
○乾電池の数やつなぎ方とモーターの回る速さ
の関係を調べる。
◆実験2　かん電池とモーターの回る速さ



(理科　4年)

夏の生き物 7月第1週～、配当4時間 【学習指導要領との関連】B(2)季節と生物　ア(ｱ)(ｲ)、イ

思①／身近な動物や植物について、既習の内容や生活経験を
もとに、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するなどして
問題解決している。
思②／身近な動物や植物について、観察などを行い、得られ
た結果をもとに考察し、表現するなどして問題解決してい
る。

態①／身近な動物や植物についての事物・現象に進んでかかわ
り、他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／身近な動物や植物について学んだことを学習や生活に生か
そうとしている。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

第１次 1
・
2

思 ○ 思①／夏の生き物について、既習の内容や生活経験をもと
に、根拠のある予想や仮説を発想し、表現しているかを評
価する。（発言・記述分析）

夏の生き物について、既習の内容や生活経験をもとに、根拠
のある予想や仮説を発想し、環境との関わりについて自分の
考えを表現したり、観察計画を具体的に立てたりしている。

春のころの植物や動物の写真を提示したり、春のころの観察記録
を紹介したりする。

態 態①／夏の生き物に進んでかかわり、他者とかかわりなが
ら、季節による違いを調べようとしているかを確認する。
(行動観察・記述分析)

夏の生き物に進んでかかわり、春の観察経験を生かして、他
者とかかわりながら身の回りの生き物のようすを調べ、春の
ようすとの違いを見つけようとしている。

植物の花や若い実、セミの抜け殻など、特徴的な変化のようすを
紹介して、夏の生き物を観察する意欲を高める。

第２次 3 植物を育てよう
○育てているヒョウタンなどの成長のようすを
観察する。
◆観察2　季節と植物の成長

知 知③／夏の植物の成長のようすを調べ、結果をわかりやす
く記録しているか確認する。(行動観察・記録分析)

ヒョウタンなどを育てて、成長のようすやそのときの気温を
繰り返し調べ、以前と比べながら結果を図や言葉でわかりや
すく記録している。

教科書の写真やこれまでの記録カードを見せて、観察の観点を話
し合い、わかりやすく記録できるように助言する。

知 ○ 知①②／夏になると、動物が活発に活動し、植物がよく成
長することを理解しているかを評価する。(記述分析・
ペーパーテスト)

夏になると、動物はより活発に活動し、植物はより成長する
ことを理解し、春のようすと比較しながら説明している。

春と夏の生き物の記録を比べることから、生き物のようすと、気
温や水温の変化との関係を考えられるように支援する。観察記録
で不十分な点は、友達の発表などを参考にしながら整理してまと
めるように助言する。

態 態②／夏の生き物について、学んだことを学習や生活に生
かそうとしているかを確認する。(発言・行動観察)

夏の生き物について学んだことを学習や生活に生かそうと
し、意欲的にこれからの変化についても考えようとしてい
る。

春のようすと比べ、夏ならではのようすを考えるよう促す。身の
回りの生き物への興味を持続できるように、秋にも、植物や動物
のようすを観察することを伝える。

夏の夜空 7月第2週、配当2時間 【学習指導要領との関連】B(5)月と星　ア(ｲ)、イ

思①／月や星の特徴について、既習の内容や生活経験をもと
に、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するなどして問題
解決している。
思②／月や星の特徴について、観察などを行い、得られた結
果をもとに考察し、表現するなどして問題解決している。

態①／月や星についての事物・現象に進んでかかわり、他者とか
かわりながら問題解決しようとしている。
態②／月や星について学んだことを学習や生活に生かそうとして
いる。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

思 思①／夏の夜空に輝く星について、問題を見いだし、表現
しているかを確認する。(発言・記述分析)

夏の夜空に輝く星について、教科書の写真や日常経験をもと
に、具体的な問題を見いだし、自分の考えを表現しようとし
ている。

星の名前の由来や星座に関する話題を紹介して、星にはさまざま
な特徴があることに気づくことができるようにする。

知 ○ 知④／方位磁針や星座早見などを正しく使って、星や星座
を観察し、星の明るさや色などをわかりやすく記録してい
るかを評価する。(行動観察・記録分析)

方位磁針や星座早見などを正しく使いながら、いろいろな星
や星座を詳しく観察し、その結果をわかりやすく記録してい
る。

方位磁針や星座早見の使い方の練習を行い、さそり座のアンタレ
スなど、明るさや色に特徴のある星の探すことができるように支
援する。

知 ○ 知②／星によって明るさや色に違いがあることを理解して
いるかを評価する。(記述分析・ペーパーテスト)

方位磁針や星座早見などを正しく使いながら、いろいろな星
や星座を詳しく観察し、星によって明るさや色に違いがある
ことを説明できる。

明るさや色の違いがわかりやすいさそり座を例に、さそり座を撮
影した写真の中に星座を見つけ、なぜ見つけられたか、その理由
を問うことで、星の明るさや色の違いに着目できるようにする。

【単元の目標】
星の明るさや色に着目して、星の特徴を調べる活動を通して、
それらについての理解をはかり、観察などに関する技能を身に
つけるとともに、おもに既習の内容や生活経験をもとに、根拠
のある予想や仮説を発想する力や主体的に問題解決しようとす
る態度を育成する。

【単元の評価規準】※
知①／月は日によって形が変わって見え、１日のうちでも時刻に
よって位置が変わることを理解している。
知②／空には、明るさや色の違う星があることを理解している。
知③／星の集まりは、１日のうちでも時刻によって、並び方は変わ
らないが、位置が変わることを理解している。
知④／月や星の特徴について、器具や機器などを正しく扱いながら
調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく記録している。

※各観点の評価は、夜空を見上げると(1)～(3)を通して計画している。

第１次 1
・
2

夏の夜空
○星座早見の使い方を知る。
○夏の大三角などの星を観察し、明るさや色に
違いがあることを調べる。
◆観察1　夏の星

【単元の目標】
動物を探したり植物を育てたりしながら、動物の活動や植物の
成長のようすと季節の変化に着目して、それらを関係づけて、
身近な動物の活動や植物の成長と環境とのかかわりを調べるこ
とを通して、それらについての理解をはかり、観察などに関す
る技能を身につけるとともに、おもに既習の内容や生活経験を
もとに、根拠のある予想や仮説を発想する力や生物を愛護する
態度、主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】※
知①／動物の活動は、暖かい季節、寒い季節などによって違いがあ
ることを理解している。
知②／植物の成長は、暖かい季節、寒い季節などによって違いがあ
ることを理解している。
知③／身近な動物や植物について、器具や機器などを正しく扱いな
がら調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく記録してい
る。

※各観点の評価は、季節と生き物(1)～(5)を通して計画している。

第３次～
くらしと
リンク

4 夏の記録をまとめよう
○夏の観察の記録を整理してまとめる。
◆活動　観察した記録を整理して伝え合おう
◎「くらしとリンク」を読む。

夏の生き物のようす
○夏の生き物のようすを調べて、春のようすと
比べる。
◆観察1　季節と植物や動物のようす



(理科　4年)

５．月や星 9月第2週～、配当6時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】B(5)月と星　ア(ｱ)(ｲ)(ｳ)、イ

思①／月や星の特徴について、既習の内容や生活経験をもと
に、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するなどして問題
解決している。
思②／月や星の特徴について、観察などを行い、得られた結
果をもとに考察し、表現するなどして問題解決している。

態①／月や星についての事物・現象に進んでかかわり、他者とか
かわりながら問題解決しようとしている。
態②／月や星について学んだことを学習や生活に生かそうとして
いる。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 月や星
○月を観察し、月の位置の変化について話し合
う。

思 思①／月の位置の変化について問題を見いだし、表現して
いるかを確認する。（発言・記述分析）

昼間の月のようすや日常経験をもとに、月の位置の変化につ
いて具体的な問題を見いだし、自分の考えを表現している。

昼間に見られる月をいっしょに見たり、月を見た経験を話題にし
たりして、月の位置の変化に着目できるようにする。

思 ○ 思①／月の位置の変化について、太陽の位置の変化や生活
経験をもとに予想や仮説を発想し、考えを表現しているか
を評価する。(発言・記述分析)

月を見た経験などから、月も太陽と同じように東から西へ位
置が変わると予想や仮説を発想し、より具体的に自分の考え
を表現している。

月や太陽を見た経験をもとに、どの位置に見えたか考えるように
助言する。

知 ○ 知④／方位磁針などを正しく使って月の位置を調べ、時刻
による月の位置の変化ををわかりやすく記録しているかを
評価する。(行動観察・記録分析)

方位磁針を正しく使って月の方位を調べ、また月の高度のは
かり方を理解し、調べた月の位置を目印なども記入しながら
わかりやすく記録カードに記録している。

方位磁針の使い方や月の高度のはかり方を練習し、正しく月の位
置を記録できるよう支援する。

知 ○ 知①／月は日によって形が変わって見え、1日のうちでも
時刻によって位置が変わることを理解しているかを評価す
る。(記述分析・ペーパーテスト)

月は日によって形が変わって見え、太陽と同じように1日の
うちでも時刻によって位置が変わり、月の形が違っても位置
の変わり方は同じであることを説明できる。

観測できなかった時刻の月の位置を、資料や映像教材などを使っ
て補い、月の位置の変化をとらえられるように支援する。

態 ○ 態①／月の位置の変化について進んでかかわり、他者とか
かわりながら問題解決しようとしているかを評価する。
(行動観察・発言)

月の位置の変化について、友達の結果と見比べるなどしなが
ら、月が見られる位置や時刻、形などに着目して、月の位置
の変化を意欲的に調べようとしている。

観察に適した日を選び、ワークシートなどを用意して観察・記録
しやすくするとともに、他者とかかわりながら調べるよさを感じ
られるようにする。

知 ○ 知③／星の集まりは、1日のうちでも時刻によって、並び
方は変わらないが、位置が変わることを理解しているかを
評価する。(記述分析・ペーパーテスト)

方位磁針や星座早見を用いて星の位置や並び方を調べ、星の
集まりは、1日のうちでも時刻によって並び方は変わらない
が位置が変わることを説明できる。

建物や電線など、星の位置の目安となるものを決めて、同じ場所
から、時刻を変えて観察するように助言する。

思 ○ 思②／星の位置の変化を観察の結果から考察し、表現して
いるかを評価する。(発言・記述分析)

星の位置の変化を時刻の経過と関係づけて考察し、考えを具
体的に表現したり、新たに生じた疑問を検討したりしてい
る。

友達の記録カードや教科書の図などをもとに、星の位置が変化し
ていることに気づいたり、映像教材やコンピュータシミュレー
ションなどを使うことで、星や星座の位置の変化を確認できるよ
うにする。

まとめ
ノート～
くらしと
リンク

6
・
予
備

◎「まとめノート／たしかめよう／活用しよ
う」を行う。「くらしとリンク」を読む。

態 ○ 態②／月や星の位置の変化について、学んだことを学習や
生活に生かそうとしているかを評価する。(発言・記述分
析)

月や星の位置の変化について、学んだことを学習や生活に生
かそうとし、資料を使って月や星を調べたり、観察したりし
ようとしている。

夜空を見る習慣をうながしたり、プラネタリウムや天文台に出か
ける機会を設けたりする。

第２次 4
・
5

星の位置
○時刻を変えて、星の位置や並び方を調べる。
◆観察2　星の位置とならび方

【単元の目標】
月や星の位置の変化や時間の経過に着目して、それらを関係づ
けて、月や星の特徴を調べる活動を通して、それらについての
理解をはかり、観察などに関する技能を身につけるとともに、
おもに既習の内容や生活経験をもとに、根拠のある予想や仮説
を発想する力や主体的に問題解決しようとする態度を育成す
る。

【単元の評価規準】※
知①／月は日によって形が変わって見え、１日のうちでも時刻に
よって位置が変わることを理解している。
知②／空には、明るさや色の違う星があることを理解している。
知③／星の集まりは、１日のうちでも時刻によって、並び方は変わ
らないが、位置が変わることを理解している。
知④／月や星の特徴について、器具や機器などを正しく扱いながら
調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく記録している。

※各観点の評価は、夜空を見上げると(1)～(3)を通して計画している。

第１次 2
・
3

月の位置
○月の位置の変化について予想する。★予想
○半月や満月の位置の変化を観察する。
◆観察1　月の見える位置



(理科　4年)

６．とじこめた空気や水 9月第4週～、配当6時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】A(1)空気と水の性質　ア(ｱ)(ｲ)、イ

思①／空気と水の性質について、既習の内容や生活経験をも
とに、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するなどして問
題解決している。
思②／空気と水の性質について、実験などを行い、得られた
結果をもとに考察し、表現するなどして問題解決している。

態①／空気と水の性質についての事物・現象に進んでかかわり、
他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／空気と水の性質について学んだことを学習や生活に生かそ
うとしている。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1
・
2

とじこめた空気や水
○空気鉄砲の玉を飛ばして、気づいたことを話
し合う。

思 思①／閉じ込めた空気の性質について問題を見いだし、表
現しているかを確認する。（発言・記述分析）

空気鉄砲を使った活動の中で、玉を飛ばすためには空気が関
係しているのではないかという問題を見いだし、自分の考え
を表現している。

袋に空気を入れると、袋が膨らむことを確かめ、空気の存在を意
識できるようにしたり、空気鉄砲の筒の中には空気が入っている
ことを確認したりする。空気鉄砲を水の中で発射させることで空
気の存在を確かめてもよい。また、空気鉄砲の玉が飛ぶようすを
動画で撮影し、スロー再生することで、玉と玉の間に注目すると
よい。

思 ○ 思①／閉じ込めた空気をおしたときについて、既習の内容
や生活経験をもとに、根拠のある予想や仮説を発想し、表
現しているかを評価する。(発言・記述分析)

生活体験や空気鉄砲を使った活動から、空気をおしたときに
体積がどうなるかを予想し、それを調べる具体的な方法につ
いて、自分の考えを表現している。

空気鉄砲をおしたとき、前の玉と後の玉の間の距離が変わること
を確認する。さらに、玉と玉の距離が短くなったということは、
中の空気がどのようになったと思うかを図で表現するように促
す。

知 ○ 知③／空気を閉じ込めた器具を安全に正しく使って、閉じ
込めた空気の性質を調べているかを評価する。(発言・行
動観察)

注射器が倒れないように気をつけて力を加えるなど安全に使
い、注射器の目盛りに着目し、空気の体積の変化を詳しく調
べている。

注射器のおし方や、ピストンをおす加減などの操作を確認する。
また、必要に応じて、安全に実験できるように、1人が操作、1人
が撮影など、2人で協力しながら調べてもよい。

知 ○ 知①／閉じ込めた空気をおすと、体積は小さくなるが、お
し返す力は大きくなることを理解しているかを評価する。
(記述分析・ペーパーテスト)

閉じ込めた空気をおすと体積が小さくなり、強くおして体積
が小さくなるほど、おし返す力は大きくなることを、図など
を使ってまとめている。

空気の体積が小さくなったことを見やすくするために、動画や写
真で撮影したり、発泡ポリスチレンを使うことで、体積が小さく
なったことを感じられるようにしたりする。

態 ○ 態①／閉じ込めた空気の性質に進んでかかわり、他者とか
かわりながら問題解決しようとしているかを評価する。
(行動観察）

閉じ込めた空気の性質に進んでかかわり、他者とかかわりな
がら、空気鉄砲の玉が飛ぶ理由について、さまざまな方法で
閉じ込めた空気の性質を調べようとしている。

多様な発見を認めるとともに、「それは空気がどうなっているか
らかな」などと問いかけ、閉じ込めた空気の性質を調べる意欲を
もてるようにする。

知 知③／閉じ込めた水をおしたときについて、結果をわかり
やすく記録しているかを確認する。(行動観察・記録分析)

閉じ込めた水をおしたとき、体積がどうなるかを、空気をお
したときと比較しながら調べ、記録している。

注射器の目盛りに注目し、水の体積がどうなるかを確認する。ピ
ストンをおす前、おした後のようすを写真で撮影し比較する。

思 ○ 思②／閉じ込めた水をおし縮めることができるかについ
て、実験の結果から考察し、表現しているかを評価する。
(発言・記述分析)

閉じ込めた水をおしたときの体積の変化について、実験の結
果から、空気の場合と比較して考察し、自分の考えを図や文
を使って表現している。

閉じ込めた空気はおし縮められることを思い出した上で、水はお
し縮めることができないことを、再度実験したり、記録した動画
を見比べたりしながら確認する。

知 ○ 知②／閉じ込めた水は、空気と違っておし縮められないこ
とを理解しているかを評価する。(記述分析・ペーパーテ
スト)

閉じ込めた水をおしても、空気と違って、体積が変わらない
ことを理解し、空気と比較しながら図などで説明している。

空気を閉じ込めた注射器と水を閉じ込めた注射器を用意し、両方
を同時におすところを観察するとよい。

まとめ
ノート～
くらしと
リンク

6
・
予
備

◎「まとめノート／たしかめよう／活用しよ
う」を行う。「くらしとリンク」を読む。

態 ○ 態②／閉じ込めた空気や水の性質について学んだことを学
習や生活に生かそうとしているかを評価する。(行動観
察・発言・記述分析)

空気や水の性質を利用してものづくりをしたり、空気や水の
性質を利用したものを日常生活の中に見つけ、説明したりし
ようとしている。

空気や水を利用したものづくりの例や日常生活の中の具体物を紹
介する。

第１次 3
・
4

とじこめた空気のせいしつ
○閉じ込めた空気を押したときについて予想す
る。★予想
○注射器を使って、閉じ込めた空気を押したと
きのようすを調べる。
◆実験1　とじこめた空気をおしたとき

第２次 5 とじこめた水のせいしつ
○注射器を使って、閉じこめた水を押したとき
のようすを調べる。
◆実験2　とじこめた水をおしたとき

【単元の目標】
体積やおし返す力の変化に着目して、それらとおす力とを関係
づけて、空気と水の性質を調べる活動を通して、それらについ
ての理解をはかり、実験などに関する技能を身につけるととも
に、おもに既習の内容や生活経験をもとに、根拠のある予想や
仮説を発想する力や主体的に問題解決しようとする態度を育成
する。

【単元の評価規準】
知①／閉じ込めた空気をおすと、体積は小さくなるが、おし返す力
は大きくなることを理解している。
知②／閉じ込めた空気はおし縮められるが、水はおし縮められない
ことを理解している。
知③／空気と水の性質について、器具や機器などを正しく扱いなが
ら調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく記録してい
る。



(理科　4年)

７．ヒトの体のつくりと運動 10月第3週～、配当6時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】B(1)人の体のつくりと運動　ア(ｱ)(ｲ)、イ

思①／ヒトやほかの動物について、既習の内容や生活経験を
もとに、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するなどして
問題解決している。
思②／ヒトやほかの動物について、観察、資料調べなどを行
い、得られた結果をもとに考察し、表現するなどして問題解
決している。

態①／ヒトやほかの動物についての事物・現象に進んでかかわ
り、他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／ヒトやほかの動物について学んだことを学習や生活に生か
そうとしている。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 ヒトの体のつくりと運動
○自分の腕や体を動かしてみて、気づいたこと
を話し合う。

思 ○ 思①／運動しているときのヒトの体の動きから、腕の中の
骨がどのようになっているか予想や仮説を発想し、表現し
ているかを評価する。(発言・記述分析)

運動しているときのヒトの体の動きから、腕の中の骨がどの
ようになっているか予想をもち、自分の考えを図や文を使っ
て表現している。

自分の腕や手を触ったり動かしたりする活動を通して、腕の中の
骨がどうなっているかを考えることができるように助言する。

第１次 2 知 知③／自分の体を触ったり、骨の模型や映像などの資料を
活用したりして、体を曲げられるところを調べているかを
確認する。(行動観察・記録分析)

自分の体を触って曲げられるところを見つけたり、骨の模型
や映像などの資料を活用したりして、体を曲げられるところ
を詳しく調べている。

骨の模型や図を使ったり、自分の体の曲げられるところにシール
を貼ったりして、曲げられるところを意識できるようにする。

態 ○ 態①／体を曲げられるところに進んでかかわり、他者とか
かわりながら問題解決しようとしているかを評価する。
(行動観察・発言・記述分析)

体を曲げられるところに進んでかかわり、他者とかかわりな
がら、関節の位置やつくり、動きなどに注目して、いろいろ
な関節を意欲的に調べようとしている。

一方向に大きく曲げられるひざやひじ、ぐるぐる回せる足首・手
首や肩など、ヒトの体のうまく動かせるところを例示して、体の
つくりに興味・関心をもてるようにする。

第２次 3 体が動くしくみ
○体を動かすときの、骨と筋肉のしくみを調べ
る。
◆観察2　体が動くしくみ

知 ○ 知①②／ヒトの体には骨と筋肉があり、ヒトが体を動かす
ことができるのは、骨や筋肉のはたらきによることを理解
しているかを評価する。(記述分析・ペーパーテスト)

ヒトが体を動かすときの、骨や筋肉の動きや変化を正しくと
らえ、体が動くしくみを理解している。

腕を曲げた状態と、伸ばした状態のイラストを用意し、筋肉と骨
とのつながりにも注目しながら、腕を動かしたときの筋肉のよう
すをかくことができるように助言する。

知 ○ 知③／ほかの動物の体のつくりや、体を動かすしくみにつ
いて、資料を活用して調べているかを評価する。(行動観
察・記録分析)

ほかの動物の体のつくりや、体を動かすしくみについて、図
鑑やインターネットなど様々な方法で詳しく調べている。

図書室の図鑑の活用やインターネットの活用など、調べる方法を
伝え、調べるポイントを焦点化できるように支援する。

思 ○ 思②／ほかの動物の体のつくりや、体を動かすしくみにつ
いて、ヒトと関係づけて考察し、自分の考えを表現してい
るかを評価する。(発言・記述分析)

ほかの動物の体のつくりや、体を動かすしくみについて、ヒ
トと関係づけて考察し、根拠のある自分の考えを図や文を
使って表現している。

教科書やノートをもとに前時までに学習したヒトの体のつくりと
運動について想起させる。また、共通点や差異点も意識できるよ
うに助言する。

まとめ
ノート～
くらしと
リンク

6
・
予
備

◎「まとめノート／たしかめよう／活用しよ
う」を行う。「くらしとリンク」を読む。

態 ○ 態②／ヒトやほかの動物の体のつくりと運動について、学
んだことを学習や生活に生かそうとしているかを評価す
る。(発言・行動観察・記述分析)

ヒトやほかの動物の体のつくりと運動について学んだことを
通して、日常生活の行動を振り返りながら、生命の巧みさを
考えようとしている。

導入場面の図や日常生活のいろいろな行動を振り返るよう助言
し、学んだことと日常生活での行動とを関連づけて考えていける
ように支援する。

【単元の目標】
骨や筋肉のつくりとはたらきに着目して、それらを関係づけ
て、ヒトやほかの動物の体のつくりと運動とのかかわりを調べ
る活動を通して、それらについての理解をはかり、観察、資料
調べなどに関する技能を身につけるとともに、おもに既習の内
容や生活経験をもとに、根拠のある予想や仮説を発想する力や
生き物を愛護する態度、主体的に問題解決しようとする態度を
育成する。

【単元の評価規準】
知①／ヒトの体には骨と筋肉があることを理解している。
知②／ヒトが体を動かすことができるのは、骨、筋肉の働きによる
ことを理解している。
知③／ヒトやほかの動物について、器具や機器などを正しく扱いな
がら調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく記録してい
る。

第３次 4
・
5

動物の体のつくりとしくみ
○ほかの動物の体のつくりや、体を動かすしく
みについて予想する。★予想
○動物の体のつくりとしくみを、資料などで調
べる。
◆資料調べ1　動物の体のつくりとしくみ

体のつくり
○体が曲がるところについて予想する。★予想
○骨格模型などを使って、骨と関節の位置や動
きを調べる。
◆観察1　体のつくり



(理科　4年)

秋の生き物 11月第1週～、配当4時間 【学習指導要領との関連】B(2)季節と生物　ア(ｱ)(ｲ)、イ

思①／身近な動物や植物について、既習の内容や生活経験を
もとに、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するなどして
問題解決している。
思②／身近な動物や植物について、観察などを行い、得られ
た結果をもとに考察し、表現するなどして問題解決してい
る。

態①／身近な動物や植物についての事物・現象に進んでかかわ
り、他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／身近な動物や植物について学んだことを学習や生活に生か
そうとしている。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

第１次 1
・
2

秋の生き物のようす
○秋の生き物のようすを調べて、春や夏のよう
すと比べる。
◆観察1　季節と植物や動物のようす

思 ○ 思①／秋の生き物について、既習の内容や生活経験をもと
に、根拠のある予想や仮説を発想し、表現しているかを評
価する。（発言・記述分析）

秋の生き物について、既習の内容や生活経験をもとに、根拠
のある予想や仮説を発想し、環境との関わりについて自分の
考えを表現したり、観察計画を具体的に立てたりしている。

夏のころの植物や動物の写真を提示したり、春や夏のころの観察
記録を紹介したりする。

態 態①／秋の生き物に進んでかかわり、他者とかかわりなが
ら、季節による違いを調べようとしているかを確認する。
(行動観察・記述分析)

秋の生き物に進んでかかわり、春や夏の観察経験を生かし
て、他者とかかわりながら身の回りの生き物のようすを調
べ、春や夏のころとの違いを見つけようとしている。

植物の紅葉や熟した実、バッタやカマキリの産卵など、特徴的な
変化のようすを紹介して、秋の生き物を観察する意欲を高める。

第２次 3 植物を育てよう
○育てているヒョウタンなどの成長のようすを
観察する。
◆観察2　季節と植物の成長

知 知③／秋の植物の成長のようすを調べ、結果をわかりやす
く記録しているかを確認する。(行動観察・記録分析)

ヒョウタンなどを育てて、成長のようすやそのときの気温を
繰り返し調べ、以前と比べながら結果を図や言葉でわかりや
すく記録している。

教科書の写真やこれまでの記録カードを見せて、観察の観点を話
し合い、わかりやすく記録できるように助言する。

知 ○ 知①②／秋になると、動物の動きは鈍くなり、植物は成長
が止まったり、実が大きくなったりすることを理解してい
るかを評価する。(記述分析・ペーパーテスト)

秋になると、動物の動きは鈍くなり、植物は成長が止まった
り、実が大きくなったりすることを理解し、夏のようすと比
較しながら説明している。

これまでの生き物の記録を比べることから、生き物のようすと、
気温や水温の変化との関係を考えられるように支援する。観察記
録で不十分な点は、友達の発表などを参考にしながら整理してま
とめるように助言する。

態 態②／秋の生き物について、学んだことを学習や生活に生
かそうとしているかを確認する。(発言・行動観察)

秋の生き物について学んだことを学習や生活に生かそうと
し、意欲的にこれからの変化についても考えようとしてい
る。

春や夏のようすと比べ、秋ならではのようすを考えるよう促す。
身の回りの生き物への興味を持続できるように、冬にも、植物や
動物のようすを観察することを伝える。

【単元の目標】
動物を探したり植物を育てたりしながら、動物の活動や植物の
成長のようすと季節の変化に着目して、それらを関係づけて、
身近な動物の活動や植物の成長と環境とのかかわりを調べるこ
とを通して、それらについての理解をはかり、観察などに関す
る技能を身につけるとともに、おもに既習の内容や生活経験を
もとに、根拠のある予想や仮説を発想する力や生物を愛護する
態度、主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】※
知①／動物の活動は、暖かい季節、寒い季節などによって違いがあ
ることを理解している。
知②／植物の成長は、暖かい季節、寒い季節などによって違いがあ
ることを理解している。
知③／身近な動物や植物について、器具や機器などを正しく扱いな
がら調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく記録してい
る。

※各観点の評価は、季節と生き物(1)～(5)を通して計画している。

第３次～
くらしと
リンク

4 秋の記録をまとめよう
○秋の観察の記録を整理してまとめる。
◆活動　観察した記録を整理して伝え合おう
◎「くらしとリンク」を読む。



(理科　4年)

８．ものの温度と体積 11月第3週～、配当8時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】A(2)金属、水、空気と温度　ア(ｱ)、イ

思①／空気・水・金属の温度と体積について、既習の内容や
生活経験をもとに、根拠のある予想や仮説を発想し、表現す
るなどして問題解決している。
思②／空気・水・金属の温度と体積について、実験などを行
い、得られた結果をもとに考察し、表現するなどして問題解
決している。

態①／空気・水・金属の温度と体積についての事物・現象に進ん
でかかわり、他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／空気・水・金属の温度と体積について学んだことを学習や
生活に生かそうとしている。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 ものの温度と体積
○せっけん水の膜をはった試験管を手であたた
め、どんなことが起こるか調べる。

思 思①／閉じ込めた空気をあたためたときについて問題を見
いだし、表現しているかを確認する。（発言・記述分析）

閉じ込めた空気をあたためる活動や日常経験をもとに、空気
の温度と体積について具体的な問題を見いだし、自分の考え
を表現している。

容器に閉じ込めた空気をあたためると、容器の口についたせっけ
ん水の膜や風船が膨らむことを例示し、体積に着目できるように
支援する。

思 ○ 思①／閉じ込めた空気をあたためたときについて、予想や
仮説を発想し、表現しているかを評価する。(発言・記述
分析)

閉じ込めた空気をあたためたとき、せっけん水の膜が膨らん
だ理由について予想や仮説を発想し、それを確かめる方法も
含めて自分の考えを図や文で表現している。

せっけん水の膜が膨らむためには、容器の中の空気がどうなれば
よいかを考えるように促す。

思 思②／空気の温度と体積について、実験の結果から考察
し、表現しているかを確認する。(発言・記述分析)

空気の温度と体積の変化について、実験の結果から考察し、
導入の活動でせっけん水の膜が膨らんだ理由について自分の
考えを表現している。

空気の温度が変化すると、体積も変化していることがわかるよう
に表にまとめ、温度と体積の関係に気づくことができるように支
援する。

知 ○ 知①／空気はあたためたり冷やしたりすると、その体積が
変わることを理解しているかを評価する。(記述分析・
ペーパーテスト)

空気は、あたためると体積が大きくなり、冷やすと体積が小
さくなることを理解し、導入の活動でせっけん水の膜が膨ら
んだ理由について説明できる。

注射器など、視覚的に体積の変化がとらえやすいものを使った実
験を例示して、空気の体積の変化を確認できるように助言する。

態 ○ 態①／温度による空気の体積の変化に進んでかかわり、他
者とかかわりながら問題解決しようとしているかを評価す
る。(発言・行動観察・記述分析)

容器に閉じ込めた空気をあたためたり冷やしたりする活動に
進んでかかわり、他者とかかわりながら、様々な方法で空気
の温度と体積の関係を調べようとしている。

多様な発想を認めるとともに、「そのとき空気がどうなったとい
えるかな」などと問いかけ、空気の温度と体積の関係を調べる意
欲をもてるように支援する。

思 ○ 思②／温度による水の体積の変化について、実験の結果か
ら考察し、表現しているかを評価する。(発言・記述分析)

水をあたためたり冷やしたりしたときの水の体積の変化を、
水面の位置をしっかりととらえて、実験の結果から考察し、
表現している。

はじめの水面の位置と、あたためた後の水面の位置を確認し、フ
ラスコにガラス管をつけた実験装置の図の中に、水面をかき込む
ように促す。

知 ○ 知①／水はあたためたり冷やしたりすると、その体積が変
わることを理解しているかを評価する。(記述分析・ペー
パーテスト)

水は、あたためると体積が大きくなり、冷やすと体積が小さ
くなることを理解し、水面の位置が上下した理由を説明でき
る。

あたためたり冷やしたりしたときの水面の位置を指でしっかりと
確認し、水面が上がったということは体積が大きくなったことを
とらえられるように助言する。

知 ○ 知②／加熱器具などを安全に正しく使って、金属をあたた
めたり冷やしたりしたときの体積の変化を調べているかを
評価する。(行動観察・記録分析)

加熱器具などを安全に正しく使って、熱した金属が非常に高
温になることを理解した上で、金属をあたためたり冷やした
りしたときの体積の変化を調べている。

加熱器具の使い方を確認したり、熱した金属は非常に高温である
ことを伝えたりして、安全に実験に取り組めるように支援する。

思 思②／温度による金属の体積の変化について、実験の結果
から考察し、表現しているかを確認する。(発言・記述分
析)

温度による金属の体積の変化が、空気や水の場合と比較して
非常に小さいことをわかりやすくまとめ、自分の考えを表現
している。

玉が輪を通らなくなったということは、玉が大きくなった、つま
り、金属の体積が大きくなったということを確認する。

知 ○ 知①／金属は、あたためたり冷やしたりすると、その体積
が変わるが、その変化は空気や水より小さいことを理解し
ているかを評価する。(記述分析・ペーパーテスト)

金属はあたためると体積が大きくなり、冷やすと体積が小さ
くなるが、その変化は空気や水よりも小さいことを理解し、
空気・水・金属によって性質が異なることも理解している。

空気・水・金属の温度による体積変化を、教科書p.125も活用し
ながら確認するように促す。

まとめ
ノート～
くらしと
リンク

8
・
予
備

◎「まとめノート／たしかめよう／活用しよ
う」を行う。「くらしとリンク」を読む。

態 ○ 態②／温度によるものの体積の変化について、学んだこと
を学習や生活に生かそうとしているかを評価する。(発
言・行動観察・記述分析)

温度によるものの体積の変化を利用してものづくりをした
り、温度によるものの体積の変化を利用したものを日常生活
の中に見つけ、説明したりしようとしている。

温度によるものの体積変化を利用したものづくりの例や、日常生
活の中の具体物を紹介することで、身の回りでの工夫やしくみに
気づけるよう支援する。

第２次 4
・
5

水の温度と体積
○温度による水の体積の変化について予想す
る。★予想
○水の温度と体積の関係について調べる。
◆実験2　温度による水の体積の変化

第３次 6
・
7

金ぞくの温度と体積
○温度による金属の体積の変化について予想す
る。★予想
○実験用ガスコンロの使い方を知る。
○金属の温度と体積の関係について調べる。
◆実験3　温度による金ぞくの体積の変化

【単元の目標】
空気・水・金属をあたためたり、冷やしたりしたときの体積の
変化に着目して、それらと温度の変化とを関係づけて、空気・
水・金属の温度変化に伴う体積の変化を調べる活動を通して、
それらについての理解をはかり、実験などに関する技能を身に
つけるとともに、おもに既習の内容や生活経験をもとに、根拠
のある予想や仮説を発想する力や主体的に問題解決しようとす
る態度を育成する。

【単元の評価規準】
知①／空気・水・金属は、あたためたり冷やしたりすると、それら
の体積が変わるが、その程度には違いがあることを理解している。
知②／空気・水・金属の温度と体積について、器具や機器などを正
しく扱いながら調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく
記録している。

第１次 2
・
3

空気の温度と体積
○温度による空気の体積の変化について予想す
る。★予想
○空気の温度と体積の関係について調べる。
◆実験1　温度による空気の体積の変化



(理科　4年)

冬の夜空 1月第2週、配当2時間 【学習指導要領との関連】B(5)月と星　ア(ｲ)(ｳ)、イ

思①／月や星の特徴について、既習の内容や生活経験をもと
に、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するなどして問題
解決している。
思②／月や星の特徴について、観察などを行い、得られた結
果をもとに考察し、表現するなどして問題解決している。

態①／月や星についての事物・現象に進んでかかわり、他者とか
かわりながら問題解決しようとしている。
態②／月や星について学んだことを学習や生活に生かそうとして
いる。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

態 態①／冬の夜空に輝く星に進んでかかわり、他者とかかわ
りながら問題解決しようとしているかを確認する。(発
言・記述分析)

冬の夜空に輝く星を意欲的に観察し、他者とかかわりなが
ら、星座や神話を調べたり、星の方位を確かめたりしながら
星の特徴を調べようとしている。

冬の星に関する神話や話題を紹介して、星についての興味・関心
を高めるようにする。

知 ○ 知②③／冬の夜空にも、明るさや色の違う星があり、 時
刻によって並び方は変わらないが、位置が変わることを理
解しているかを評価する。(記述分析・ペーパーテスト)

夏や秋に夜空の星を観察したときと同じように、 冬の夜空
にも、明るさや色の違う星があり、時刻によって、並び方は
変わらないが、位置が変わることを理解している。

夏や秋に観察した体験から、夏や秋の星の色や明るさが違うこと
や、並び方、位置の変化などについて振り返るようにする。

冬の生き物 1月第2週～、配当3時間 【学習指導要領との関連】B(2)季節と生物　ア(ｱ)(ｲ)、イ

思①／身近な動物や植物について、既習の内容や生活経験を
もとに、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するなどして
問題解決している。
思②／身近な動物や植物について、観察などを行い、得られ
た結果をもとに考察し、表現するなどして問題解決してい
る。

態①／身近な動物や植物についての事物・現象に進んでかかわ
り、他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／身近な動物や植物について学んだことを学習や生活に生か
そうとしている。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

第１次 1 冬の生き物のようす
○冬の生き物のようすを調べて、これまでのよ
うすと比べる。
◆観察1　季節と植物や動物のようす

思 ○ 思①／冬の生き物について、既習の内容や生活経験をもと
に、根拠のある予想や仮説を発想し、表現しているかを評
価する。（発言・記述分析）

冬の生き物について、既習の内容や生活経験をもとに、根拠
のある予想や仮説を発想し、環境との関わりについて自分の
考えを表現したり、観察計画を具体的に立てたりしている。

これまでの季節の植物や動物の写真や観察記録を見直して、生き
物を観察してきた場所を思い出すよう促す。

態 態①／冬の生き物に進んでかかわり、他者とかかわりなが
ら、季節による違いを調べようとしているかを確認する。
(行動観察・記述分析)

冬の生き物に進んでかかわり、これまでの観察経験を生かし
て、他者とかかわりながら身の回りの生き物のようすを調
べ、これまでの季節との違いを見つけようとしている。

植物の冬芽やロゼット、昆虫の卵など、特徴的な変化のようすを
紹介して、冬の生き物を観察する意欲を高める。

第２次 2 植物を育てよう
○育ててきたヒョウタンなどのようすを観察す
る。
◆観察2　季節と植物の成長

知 知③／冬の植物の成長のようすを調べ、結果をわかりやす
く記録しているかを確認する。(行動観察・記録分析)

ヒョウタンなどの成長のようすや気温を調べ、以前と比べな
がら結果を図や言葉でわかりやすく記録している。

教科書の写真やこれまでの記録カードを見せて、観察の観点を話
し合い、わかりやすく記録できるように助言する。

知 ○ 知①②／冬になると、動物は見られなくなり、植物はたね
を残して枯れたり、枝に芽をつけて冬を越したりすること
を理解しているかを評価する。(記述分析・ペーパーテス
ト)

冬になると、動物は見られなくなり、植物はたねを残して枯
れたり、枝に芽をつけて冬を越したりすることを理解し、こ
れまでの季節の生き物のようすと比較しながら説明してい
る。

これまでの生き物の記録を比べることから、生き物のようすと、
気温や水温の変化との関係を考えられるように支援する。観察記
録で不十分な点は、友達の発表などを参考にしながら整理してま
とめるように助言する。

態 態②／冬の生き物について、学んだことを学習や生活に生
かそうとしているかを確認する。(発言・行動観察)

冬の生き物について学んだことを学習や生活に生かそうと
し、意欲的にこれからの変化についても考えようとしてい
る。

これまでの季節と比べ、冬ならではのようすを考えるよう促す。
身の回りの生き物への興味を持続できるように、学年末に、1年
間の観察のまとめをすることを伝える。

【単元の目標】
動物を探したり植物を育てたりしながら、動物の活動や植物の
成長のようすと季節の変化に着目して、それらを関係づけて、
身近な動物の活動や植物の成長と環境とのかかわりを調べるこ
とを通して、それらについての理解をはかり、観察などに関す
る技能を身につけるとともに、おもに既習の内容や生活経験を
もとに、根拠のある予想や仮説を発想する力や生物を愛護する
態度、主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】※
知①／動物の活動は、暖かい季節、寒い季節などによって違いがあ
ることを理解している。
知②／植物の成長は、暖かい季節、寒い季節などによって違いがあ
ることを理解している。
知③／身近な動物や植物について、器具や機器などを正しく扱いな
がら調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく記録してい
る。

※各観点の評価は、季節と生き物(1)～(5)を通して計画している。

第３次～
くらしと
リンク

3 冬の記録をまとめよう
○冬の観察の記録を整理してまとめる。
◆活動　観察した記録を整理して伝え合おう
◎「くらしとリンク」を読む。

【単元の目標】
星の位置の変化や時間の経過に着目して、それらを関係づけ
て、星の特徴を調べる活動を通して、それらについての理解を
はかり、観察に関する技能を身につけるとともに、おもに既習
の内容や生活経験をもとに、根拠のある予想や仮説を発想する
力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】※
知①／月は日によって形が変わって見え、１日のうちでも時刻に
よって位置が変わることを理解している。
知②／空には、明るさや色の違う星があることを理解している。
知③／星の集まりは、１日のうちでも時刻によって、並び方は変わ
らないが、位置が変わることを理解している。
知④／月や星の特徴について、器具や機器などを正しく扱いながら
調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく記録している。

※各観点の評価は、夜空を見上げると(1)～(3)を通して計画している。

第１次 1
・
2

冬の夜空
○時刻を変えて、オリオン座などの冬の星座の
位置や並び方を観察する。
◆観察1　冬の星



(理科　4年)

９．もののあたたまり方 1月第3週～、配当7時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】A(2)金属、水、空気と温度　ア(ｲ)、イ

思①／金属・水・空気のあたたまり方について、既習の内容
や生活経験をもとに、根拠のある予想や仮説を発想し、表現
するなどして問題解決している。
思②／金属・水・空気のあたたまり方について、実験などを
行い、得られた結果をもとに考察し、表現するなどして問題
解決している。

態①／金属・水・空気のあたたまり方についての事物・現象に進
んでかかわり、他者とかかわりながら問題解決しようとしてい
る。
態②／金属・水・空気のあたたまり方について学んだことを学習
や生活に生かそうとしている。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 もののあたたまり方
○中華鍋を熱したようすの写真や動画から、も
ののあたたまり方を考える。

思 ○ 思①／金属の一部を熱すると、どのようにあたたまってい
くのかについて予想や仮説を発想し、表現しているかを評
価する。(発言・記述分析)

金属の一部を熱すると、どのようにあたたまっていくのかに
ついて予想や仮説を発想し、それを確かめる方法も含めて自
分の考えを図や文で表現している。

金属棒や金属板のイラストに、金属がどのようにあたたまってい
くと思うか矢印などでかき込むことで実験に見通しをもてるよう
に支援する。
教科書p.141のQR「ちゅうかなべのようす」を見て、金属がどの
ようにあたたまっていくか、予想を立てることも考えられる。

知 知②／加熱器具などを安全に正しく使って、金属のあたた
まり方を調べ、結果をわかりやすく記録しているかを確認
する。(行動観察・記録分析)

加熱器具などを安全に正しく使い、熱した金属が非常に高温
になることを理解した上で、金属のあたたまり方を調べ、結
果を図などを使ってわかりやすくまとめている。

加熱器具の使い方を確認したり、熱した金属は非常に高温になる
ため、取り扱いには注意が必要であることを伝えたりする。

知 ○ 知①／金属は熱せられた部分から順にあたたまっていくこ
とを理解しているかを評価する。(記述分析・ペーパーテ
スト)

金属は熱せられた部分から順にあたたまっていくことを理解
し、図や文を使って説明できる。

示温シールの色が変わったところがあたたまったところであるこ
とを確認し、実験の結果から金属のあたたまる順番を捉えられる
ように助言する。

態 ○ 態①／金属のあたたまり方に進んでかかわり、他者とかか
わりながら問題解決しようとしているかを評価する。(発
言・行動観察・記述分析)

金属のあたたまり方に進んでかかわり、他者とかかわりなが
ら、様々な方法で金属のあたたまり方を調べようとしてい
る。

安全に配慮しながら、なるべく子どもの発想を生かした実験に取
り組むことができるように支援することで、金属のあたたまり方
を調べる意欲をもてるようにする。

4 水のあたたまり方
○水はどのようにあたたまっていくのか、予想
する。★予想
○試験管の中の水のあたたまり方を調べる。
◆実験2　試験管の中の水のあたたまり方

知 ○ 知②／水のあたたまり方を調べ、結果をわかりやすく記録
しているかを評価する。(行動観察・記録分析)

水のあたたまり方を調べ、底を熱したときと、水面近くを熱
したときの違いに着目して、その過程や結果を記録してい
る。

示温インクの色が変わったところがあたたまったところであるこ
とを確認し、色の変化に着目して記録できるように支援する。

5 思 思②／水のあたたまり方について、実験の結果から考察
し、表現しているかを確認する。(発言・記述分析)

示温インクの色の変化や動きと水のあたたまり方を関係づけ
て考察し、自分の考えを図や文を使って表現している。

示温インクの色が変化したところがあたたまったところで、その
動きが水の動きであることを再度確認する。必要に応じて、教科
書p.147の別の方法のように、水の動きだけに注目できる実験を
行い、確認する。

知 ○ 知①／水はあたためられた部分が移動して全体があたたま
ることを理解しているかを評価する。(記述分析・ペー
パーテスト)

水はあたためられた部分が上へ動いて全体があたたまってい
くことを理解し、金属のあたたまり方との違いを明確にしな
がら説明している。

示温インクを使った実験を提示し、色が変わった部分があたた
まった部分で、その部分が上へ移動することを確認し、理解でき
るように支援する。

思 ○ 思②／空気のあたたまり方について、実験の結果から考察
し、表現しているかを評価する。(発言・記述分析)

部屋の空気の温度や電熱器の周りの空気の動き方と空気のあ
たたまり方を関係づけて考察し、自分の考えを図や文を使っ
て表現している。

電熱器の周りの空気の影を見せ、あたためられた空気が上へ動い
ていることを確認し、空気のあたたまり方を考えるように促す。

知 ○ 知①／空気は、あたためられた部分が移動して、全体があ
たたまることを理解しているかを評価する。(記述分析・
ペーパーテスト)

空気は、水と同じように、あたためられた部分が上へ動い
て、全体があたたまっていくことを、金属のあたたまり方と
の違いも含めて理解している。

金属や水の実験結果も見直し、空気のあたたまり方が水のあたた
まり方と似ていることを確認する。

まとめ
ノート～
くらしと
リンク

7
・
予
備

◎「まとめノート／たしかめよう／活用しよ
う」を行う。「くらしとリンク」を読む。

態 ○ 態②／もののあたたまり方について、学んだことを学習や
生活に生かそうとしているかを評価する。(発言・行動観
察・記述分析)

もののあたたまり方について学んだことを学習や生活に生か
したり、身の回りから探したりして、ものがあたたまる現象
を見直そうとしている。

教科書p.151を活用してもののあたたまり方を確認し、教科書
p.153などを例にあげながら日常生活の中の具体物を紹介する。

第２次

○水は、どのようにして、全体があたたまって
いくのか、予想する。★予想
○ビーカーの中の水のあたたまり方を調べる。
◆実験3　ビーカーの中の水のあたたまり方

第３次 6 空気のあたたまり方
○空気はどのようにあたたまっていくのか、予
想する。★予想
○空気のあたたまり方を調べる。
◆実験4　空気のあたたまり方

【単元の目標】
金属・水・空気を熱したときの熱の伝わり方に着目して、それ
らと温度の変化とを関係づけて、金属・水・空気のあたたまり
方を調べる活動を通して、それらについての理解をはかり、実
験などに関する技能を身につけるとともに、おもに既習の内容
や生活経験をもとに、根拠のある予想や仮説を発想する力や主
体的に問題解決しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】
知①／金属は熱せられた部分から順にあたたまるが、水や空気は熱
せられた部分が移動して全体があたたまることを理解している。
知②／金属・水・空気のあたたまり方について、器具や機器などを
正しく扱いながら調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやす
く記録している。

第１次 2
・
3

金ぞくのあたたまり方
○金属はどのようにあたたまっていくのか、予
想する。★予想
○金属棒や金属板のあたたまり方を調べる。
◆実験1　金ぞくのあたたまり方



(理科　4年)

10．水のすがた 2月第2週～、配当7時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】A(2)金属、水、空気と温度　ア(ｳ)、イ

思①／水の状態変化について、既習の内容や生活経験をもと
に、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するなどして問題
解決している。
思②／水の状態変化について、実験などを行い、得られた結
果をもとに考察し、表現するなどして問題解決している。

態①／水の状態変化についての事物・現象に進んでかかわり、他
者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／水の状態変化について学んだことを学習や生活に生かそう
としている。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 水のすがた
○水が氷になったり、水から湯気や泡が出たり
するのは、どんなときか考える。

思 ○ 思①／水を熱すると湯気や泡が出る現象について予想や仮
説を発想し、表現しているかを評価する。(発言・記述分
析)

水を熱すると湯気や泡が出る現象について予想や仮説を発想
し、それを確かめる方法も含めて自分の考えを図や文で表現
している。

前単元での学習や生活経験の中で、湯気を見た経験を想起し、湯
気はどんなときに見ることができるのかを考えるように支援す
る。

2 水を熱したときの変化
○水を熱し続けると、どうなるか予想する。★
予想
○水を熱したときの温度とようすを調べる。
◆実験1　水を熱したときの変化

知 ○ 知②／加熱器具などを安全に正しく使って、熱したときの
水のようすを調べ、わかりやすく記録しているかを評価す
る。(行動観察・記録分析)

実験装置を正しく組み立て、加熱器具などを安全に正しく
使って、熱したときの水のようすを調べ、わかりやすく記録
している。

加熱器具やスタンドの正しい使い方を、教科書p.113を確認した
り、教科書p.123のQRから使い方動画を確認したりするとよい。

3 思 思②／水を熱したときに出る泡の正体について、実験の結
果から考察し、表現しているかを確認する。(発言・記述
分析)

しぼんだ袋に水がたまっていたことと、ビーカーの水が減っ
ていたことを関係づけて考察し、沸騰したときに出る泡の正
体は水であると考え、図や文を使って表現している。

前時の実験の結果を確認し、体積変化に着目を促す。また、沸騰
したときに出る泡を袋に集めると、袋の中に水がたまったことか
らも、泡の正体が水であることを考察できるようにする。

態 ○ 態①／水を熱したときに出る泡に進んでかかわり、他者と
かかわりながら問題解決しようとしているかを評価する。
(行動観察・発言)

水を熱したときに出る泡に進んでかかわり、他者とかかわり
ながら、空気と水のそれぞれの性質の特徴に注目して、泡の
正体を調べようとしている。

「泡が空気ならば、こうなるはず」「泡が水ならば、こうなるは
ず」といった見通しを一人ひとりがもち、主体的に実験に取り組
むことができるようにする。

知 知②／水を冷やし続けたときの温度やようすをわかりやす
く記録しているかを確認する。(行動観察・記録分析)

水を冷やし続けたときの水温の変化について、凍り始めた温
度を正確に測定して表に記録したり、わかりやすく折れ線グ
ラフに表したりしている。

0℃より低い温度の読み方や、折れ線グラフのかき方を確認す
る。

思 ○ 思②／水を冷やしたときの変化について実験の結果から考
察し、表現しているかを評価する。(発言・記述分析)

水は0℃になると凍り始め、全部が氷になるまで、温度が変
わらないことや、水が氷になると体積が増えることを実験結
果を根拠にして考察し、表現している。

水を冷やしたときの温度変化の折れ線グラフや、冷やす前後の試
験管のようすを確認し、凍り始める温度と体積増加について考察
できるようにする。

第３次 6 水の3つのすがた
○水は、気体・液体・固体に変化することをま
とめる。

知 ○ 知①／水が温度によって水蒸気や氷に変わることや、水が
氷になると体積が増えることを理解しているかを評価す
る。(記述分析・ペーパーテスト)

液体の水は、温度によって気体である水蒸気や、固体である
氷などに姿を変えることを理解し、水だけでなくほかの物質
に関しても、状態変化と温度を関係づけて説明できる。

気体・液体・固体の概念を、教科書p.165の図やQRを使って、理
解できるよう支援する。

まとめ
ノート～
くらしと
リンク

7
・
予
備

◎「まとめノート／たしかめよう／活用しよ
う」を行う。「くらしとリンク」を読む。

態 ○ 態②／温度による水の状態変化について学んだことを学習
や生活に生かそうとしているかを評価する。(行動観察・
発言)

温度による水の状態変化について学んだことを学習や生活に
生かそうとしたり、水が温度によって姿を変えたものを、身
の回りから探して、水が温度によって姿を変えた現象を説明
したりしようとしている。

凍った水たまりや風呂の湯気など、身の回りにある、水が温度に
よって姿を変えたものを考えるように促す。

【単元の目標】
水の状態に着目して、温度の変化と関係づけて、水の状態の変
化を調べる活動を通して、それらについての理解をはかり、実
験などに関する技能を身につけるとともに、おもに既習の内容
や生活経験をもとに、根拠のある予想や仮説を発想する力や主
体的に問題解決しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】
知①／水は、温度によって水蒸気や氷に変わること、また、水が氷
になると体積が増えることを理解している。
知②／水の状態変化について、器具や機器などを正しく扱いながら
調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく記録している。

第１次

第２次 4
・
5

水を冷やしたときの変化
○水を冷やしたときの、温度とようすを調べ
る。
◆実験3　水を冷やしたときの変化

○水を熱したときに出てきた泡は何か予想す
る。★予想
○水を熱したときに出てきた泡の正体を調べ
る。
◆実験2　水を熱したときのあわの正体



(理科　4年)

11．水のゆくえ 3月第1週～、配当5時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】B(4)天気の様子　ア(ｲ)、イ

思①／自然界の水のようすについて、既習の内容や生活経験
をもとに、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するなどし
て問題解決している。
思②／自然界の水のようすについて、実験などを行い、得ら
れた結果をもとに考察し、表現するなどして問題解決してい
る。

態①／自然界の水のようすについての事物・現象に進んでかかわ
り、他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／自然界の水のようすについて学んだことを学習や生活に生
かそうとしている。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 水のゆくえ
○水たまりなどの水のゆくえを考える。

思 思①／水たまりの水のゆくえについて問題を見いだし、表
現しているかを確認する。（発言・記述分析）

雨がやんだ後の水たまりのようすや日常経験をもとに、水た
まりの水のゆくえについて具体的な問題を見いだし、自分の
考えを表現している。

雨の日にできた水たまりが、いつの間にかなくなっていることを
思い出し、水が消えてしまったように見える現象に着目するよう
に促す。

思 ○ 思①／水は熱しなくても、蒸発するかについて予想や仮説
を発想し、表現しているかを評価する。(発言・記述分析)

水は熱しなくても、蒸発して空気中に出ていくかについて予
想や仮説を発想し、それを確かめる方法を含めて、自分の考
えを図や文で表現している。

洗濯物が乾くようすを思い出し、洗濯物は100℃まで熱しないと
乾かないのかを考えるように助言する。

知 〇 知②／水の自然蒸発のようすを調べ、結果をわかりやすく
記録しているかを評価する。(行動観察・記録分析)

水の自然蒸発のようすを調べ、容器にふたをしたときと、し
ていないときの違いに着目して、その結果をわかりやすく記
録している。

容器にふたをしたときと、していないときの水の量に着目し、記
録できるように支援する。

知 〇 知①／水は、水面や地面などから蒸発し、水蒸気になって
空気中に含まれていくことを理解しているかを評価する。
(記述分析・ペーパーテスト)

水は、水面や地面などから蒸発し、水蒸気になって空気中に
含まれることを理解し、水たまりがなくなったことや洗濯物
が乾く理由を説明している。

加熱器具で水を熱しているわけではないことから、2～3日後に容
器の水が減っていれば、熱しなくても水が蒸発したといえること
に気づくようにする。

態 〇 態①／空気中に出ていく水に進んでかかわり、他者とかか
わりながら問題解決しようとしているかを評価する。(行
動観察・発言)

空気中に出ていく水に進んでかかわり、他者とかかわりなが
ら、いろいろな方法で消えた水のゆくえを調べようとしてい
る。

多様な発想を認めるとともに、「そのとき水がどうなったといえ
るかな」などと問いかけ、消えた水のゆくえを調べる意欲をもて
るようにする。

思 ○ 思②／空気中から水を取り出せるかについて、実験の結果
から考察し、表現しているかを評価する。(発言・記述分
析)

ビーカーの外側に水滴がつくことと、ビーカーの水が減って
いないことを関係づけて考察し、水滴は空気中の水蒸気が冷
やされて水になったものであることを、自分の言葉で表現し
ている。

氷水を入れる前のビーカーには水滴がついていなかったこと、
ビーカーの水は減っていないことを確認し、水滴が空気中から出
てきたものであることを考察できるようにする。

知 ○ 知①／空気中の水蒸気は、結露して再び水になって現れる
ことがあることを理解しているかを評価する。(記述分
析・ペーパーテスト)

空気中の水蒸気は結露して再び水になって現れることがある
ことを理解し、わかりやすく説明している。

風呂の湯気や蒸し暑い夏の日を思い出し、空気中には水蒸気があ
り、その水蒸気が冷やされて水になることを確認する。

まとめ
ノート～
くらしと
リンク

5
・
予
備

◎「まとめノート／たしかめよう／活用しよ
う」を行う。「くらしとリンク」を読む。

態 ○ 態②／水のゆくえについて学んだことを学習や生活に生か
そうとしているかを評価する。(行動観察・発言)

水のゆくえについて学んだことを学習や生活に生かそうとし
たり、水の姿が変わる現象を、身の回りから見つけて説明し
たりしようとしている。

教科書p.179の現象を学習とつなげて話し合う場を設定する。

第２次 4 空気中の水
○空気中から、水を取り出すことができるかど
うかについて予想する。★予想
○空気中の水蒸気が水に戻ることを調べる。
◆実験2　空気中にある水

【単元の目標】
水のゆくえに着目して、それらと水の状態変化とを関係づけ
て、自然界の水のようすを調べる活動を通して、それらについ
ての理解をはかり、実験などに関する技能を身につけるととも
に、おもに既習の内容や生活経験をもとに、根拠のある予想や
仮説を発想する力や主体的に問題解決しようとする態度を育成
する。

【単元の評価規準】
知①／水は、水面や地面などから蒸発し、水蒸気になって空気中に
含まれていくこと、また、空気中の水蒸気は、結露して再び水に
なって現れることがあることを理解している。
知②／自然界の水のようすについて、器具や機器などを正しく扱い
ながら調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく記録して
いる。

第１次 2
・
3

消えた水のゆくえ
○水は沸騰しなくても蒸発していくのかについ
て予想する。★予想
○日なたに置いた容器の水の蒸発を調べる。
◆実験1　空気中に出ていく水



(理科　4年)

生き物の１年間 3月第3週、配当2時間 【学習指導要領との関連】B(2)季節と生物　ア(ｱ)(ｲ)、イ

思①／身近な動物や植物について、既習の内容や生活経験を
もとに、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するなどして
問題解決している。
思②／身近な動物や植物について、観察などを行い、得られ
た結果をもとに考察し、表現するなどして問題解決してい
る。

態①／身近な動物や植物についての事物・現象に進んでかかわ
り、他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／身近な動物や植物について学んだことを学習や生活に生か
そうとしている。

次 時 学習内容
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

態 態①／身近な植物や動物のようすに進んでかかわり、他者
とかかわりながら問題解決しようとしているかを確認す
る。(行動観察・記述分析)

身近な植物や動物に、1年間継続してかかわり、他者とかか
わりながら、季節ごとの生き物の特徴を調べようとしてい
る。

これまでの観察記録を見直して、植物や動物は1年間どのように
くらしているのか、生命をつなぐためにどのような工夫をしてい
るのかに着目できるように助言する。

知 ○ 知③／1年間の観察記録を生き物ごとに整理し、季節と生
き物のようすの関係について、わかりやすくまとめている
かを評価する。(行動観察・記録分析)

1年間の観察記録を見直し、季節の違いと生き物のようすの
関係について、図や表などを使って、わかりやすくまとめて
いる。

気温や水温の変化という軸を意識して、動物の活動や植物の成長
の1年間のようすをまとめるよう助言する。

知 知①②／動物の活動や植物の成長は、あたたかい季節、寒
い季節などによって違いがあることを理解しているかを確
認する。(記述分析・ペーパーテスト)

季節による動物の活動や植物の成長の違いを理解して、それ
ぞれ1年間、生命をつないでいることを説明できる。

教科書の「生き物の1年間」のまとめを見せ、あたたかい季節と
寒い季節の動物の活動や植物の成長ようすの違いを確認するよう
促す。

態 ○ 態②／季節と生き物のようすについて、学んだことを学習
や生活に生かそうとしているかを評価する。(発言・行動
観察）

季節と生き物のようすについて学んだことを学習や生活に生
かそうとし、命のサイクルについて考えようとしている。

気温と自分が観察した生き物のようすとを関係づけるよう促し、
さらに他者が観察した身の回りの生き物の1年間の変化へと、興
味を広げる。

※各観点の評価は、季節と生き物(1)～(5)を通して計画している。

第１次 1
・
2

生き物の1年間
○１年間の生き物の活動や成長のようすをまと
める。
◆活動　生き物の1年間のようす

【単元の目標】
1年間調べてきた生物のようすを振り返りながら、動物の活動や
植物の成長のようすと季節の変化に着目して、それらを関係づ
けて、身近な動物の活動や植物の成長と環境とのかかわりを調
べることを通して、それらについての理解をはかり、資料調べ
などに関する技能を身につけるとともに、おもに既習の内容や
生活経験をもとに、根拠のある予想や仮説を発想する力や生物
を愛護する態度、主体的に問題解決しようとする態度を育成す
る。

【単元の評価規準】※
知①／動物の活動は、暖かい季節、寒い季節などによって違いがあ
ることを理解している。
知②／植物の成長は、暖かい季節、寒い季節などによって違いがあ
ることを理解している。
知③／身近な動物や植物について、器具や機器などを正しく扱いな
がら調べ、それらの過程や得られた結果をわかりやすく記録してい
る。


